
様式（第９条関係） 

 

審 議 結 果 

 

次の審議会等を下記のとおり開催した。 

審議会等の名称 第2回益田市部活動地域移行推進協議会 

開催日時 令和7年11月18日（火）9時30分～11時00分 

開催場所 益田市市民学習センター 202研修室 

出席者 [協議会委員] 

大賀肇委員、矢冨實委員、陶山勝委員、羽柴貴宏委員、村上剛委員代理 

[事業担当課] 

学校教育課      田原課長、房野参事、佐藤主任主事 

ひとづくり推進課   岡﨑課長、山﨑課長補佐、石川主任 

文化振興課      田原課長補佐 

議題 （１）令和9年度以降の休日の学校部活動について 

（２）今後の地域展開スケジュールについて 

（３）長門市、萩市視察について 

（４）その他 

   〇受け皿リストについて 

   〇地域クラブ体験入会について 

   〇地域クラブ認定制度について 

   〇諸課題への対応 

公開・非公開の別 公開 

傍聴人の数 ０人 

審議経過 

 

 

 

（学校教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

（学校教育課） 

 

１．開 会 

２．あいさつ 学校教育課 田原課長 

３．協 議 

（１）令和9年度以降の休日の学校部活動について 

 11月4日に教職員及び、小学校4年生～中学校1年生の保護者・児

童生徒あての文書を配布した。 

文書の中で、「令和９年度から市内小中学校において、休日の学校部

活動を行わないということを決定しました」というお知らせも行っ

た。 

また、大会やコンクール、練習試合や合同チームの練習については、

主に休日に行われているという実態があるため、これらの活動の扱

いについて、令和 8 年 1 月末を目途に検討していくことも記載し

た。これについては今後、中学校の校長会で小学校の校長会と連携

しながら検討することをお願いしているところ。 

 令和9年度の初めから休日の部活動を行わないとするのか、8月か

ら行わないとするのかについても、中学校長会で検討をしないとい

けない。また、サッカーについては県リーグについて、どう対応す

るのかを詰めていく予定。 

 休日の活動の縮減、例外の活動を認める部分を何年度までするのか

について今後のスケジュールにも関わってくるため、必ず検討して
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いくことをお願いしていく。 

 益田市の部活動地域展開は、試合での勝敗やコンクールの結果など

については重視せず、子供たちの健全育成、友達との関わり、スポ

ーツ・文化に興味を持つなど、様々な出会いの場となるという考え

で良いのか。 

他の市町村では、学校部活動の、試合での勝敗やコンクールなどの

結果を重視しているため、部活動地域展開はしないという話を聞い

たことがある。 

益田市の部活動地域展開の方針や考え方について、もっと教職員な

どの理解が必要だと思う。 

 まずは子供たちにスポーツ・文化活動への興味をもってもらうこと

を目標にするということが、益田市にはあっていると思う。 

そこが、もっと保護者、児童生徒へ浸透していくことが大切だと思

う。 

 他市町村では、市町村が地域展開をしないという考えというより

は、今までの大会やコンクールでの成績を維持していくために、教

員たちが頑張っていきたいという考えなのだろうか。 

 詳細はわからないが、良い成績を維持しようという意欲に燃えてい

るところに部活動地域展開の話が入ってくるとうまくいかなくな

るので、市の目指すところを決めて、割り切らないといけない。 

 サッカーなどは、地域展開で新しいクラブができて、サッカー部の

人数が少ないため、中体連の大会の存続が出来なくなっている状況

が他市町村にはある。地域展開が始まったばかりなので、今後どう

いった形になるのかが分からないが、競技によっては競技力の向上

などを目指すことは不可能ではないと思う。 

地域クラブの活動を始めたばかりで、競技力の向上等を目指すこと

は難しいかもしれないが、長く続いていけば、次につながっていく

クラブが新しく立ち上がることを期待している。 

 

 「令和9年度以降の休日の学校部活動について」の文書を配布した

ことで、反響があったりするだろうか。 

 部活動に入っている子が顧問に今後のことを聞いてきたという話

は聞いたが、それ以外は特に反響はない。 

 

 

（２）今後の地域展開スケジュールについて   

 地域展開のスケジュールを国と県と益田市でまとめてみました。 

国の方から見ていくと、改革推進期間が設けられている。 

令和7年度には休日に地域移行するということだったが、そう簡単

にはいかないということで見直しをされた形ではないかと思う。 

令和8年度から改革実行期間の前期として、全ての地方公共団体が

休日の地域展開に着手する。 

令和 11 年度からは後期とし、全部活動で休日の地域展開の実現を

目指すとしており、当初と比べると、スケジュールは緩やかになっ
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ている。 

 島根県は今年の3月に方針が策定され、基本的には市町村が主体と

なり、関係団体等と連携しながら持続可能な環境構築を国スポの開

催年の12年度までに検討する、となっている。 

方針内の注目する点としては、「これまで通りの活動が見込める部

活動は、移行や体制変更しないこともありうる。」というところだと

思う。 

特に、市町村への支援や経済的な支援については記載がない。 

 益田市は、方針で令和6～8年度を集中取り組み期間としており、現

在は休日の地域展開に取り組んでいる。 

しかし、その後の計画については特に方針はない。 

そこで、今回スケジュールのたたき台を作成した。 

まず、国にならって、令和9年度から3年ずつ前期・後期の期間を

つくった。その中で、休日については令和9年度から部活動を行わ

ないこととしているが、条件付きの活動を 11 年度までは認め、12

年度からは完全に休日の部活動を行わない、とした。 

また、平日については、可能なものから地域展開を始めて、15年度

を目標に進めていく、としている。 

このスケジュールに具体的な根拠があるわけではないが、終わりを

決めて、目指す形を確認しながら進めていかないと、今後地域展開

は進まなくなると考えているので作成してみた。 

これまで、部活動は大会やコンクールでの成績を重視したものであ

り、家庭よりも部活動を優先という形でしてきた時代もあった。 

その辺が見直されていて、子供たち自身も、良い成績をおさめたい

という思いの子、仲間と活動することを目的としている子など、一

人一人モチベーションが違っている。 

一人一人に応じたクラブなどが作成できれば良いが、スポーツ・文

化ともに難しいことだと思うので、スケジュールを作成することで

競技団体や文化協会と連携しながら地域の受け皿づくりをしてい

く必要がある。 

・スケジュールについては妥当な線だと思う。 

 令和9年度から、休日で地域展開をしてみて、段階を踏んでいくこ

とはいいと思う。その間にクラブなどの受け皿が発達してくるので

はないかと思う。 

 今、部活動をやめていこうという動きは理解されているので、活動

場所など条件が整えばクラブなどが立ち上がってくるのではない

だろうか。 

 クラブ等になった時の個人の負担などについても課題はあるが、そ

もそもの受け皿であるクラブ等がなければ、子供たちの行き場がな

くなってしまうので、指導者の資格を取るための援助などのサポー

トを行政にしてほしいと思う。 

・昔から、小学校は部活がなくて色々なクラブで活動しているけど、

中学校は部活があるため、小学校の時と競技を変えて部活動に入る

という流れがあるが、そのまま同じように活動をしていくことが理
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想だと思う。 

 だから、スケジュール的にはもう少し前倒しに進めても良いような

気がしているが、実際に進めていったときにどんな問題がでてくる

かは分からないので、その対応を考えるとちょうどいいスケジュー

ル感だと思う。 

・教育委員会ではクラブに対する助成金や、指導者に対する援助など   

 の議論はされているのか。 

・市の中ではまだ議論をしていない。 

・方針の中にも、経費のことや支援が必要な家庭をどうするかなどの

具体的なことは記載していない。 

 今後、益田市で検討していき、さらに細かい方針をつくる作業が必

要になる。 

・経済格差等で参加できない子供がいたりすると、みんな同じ状況に

なることはない。 

 できるだけ、様々な環境の子供たち全員が、やりたいことができる

ような活動にしてあげてほしい。 

 

（３）長門市、萩市視察について 

・資料の視察計画の内容で視察に行く予定。 

 視察の結果について、また、皆さんに共有する。 

 

（４）その他 

〇受け皿リストについて 

  ・スポーツ関係のリストをスポーツ協会で作成してもらい公開してい

るが、文化関係の方も文化振興課がリストを作成し、市公式ウェブ

サイト（部活動地域展開のページ）へ掲載した。 

 ・文化関係について、実際活動していて受け入れ可能なところについ  

 てリスト化した。話はしたものの、内部で調整してからでないと公

表が難しいという団体もいくつかあった。 

  文化関係の団体等の心配事としては、子供の送迎や事故の対応など、

責任がどのようにかかってくるかということ。 

  また、文化協会に、各団体へ話をしていただくという形で、話を進

めているので、今後の掲載可能な団体があれば、随時更新をしてい

く予定。 

 ・文化協会は若い人が入ってこないため、高齢化している。 

  地域展開が進んでいく現状をチャンスととらえて本気で取り組まな

いといけないと考えている。 

  指導者にやる気があると、子供たちもやってみようという気持ちに

なると思うから、指導者は非常に重要な存在になる。 

  益田が魅力的なまちになるように、子供たちの能力を引き出せるよ

うな活動に取り組んでほしいということを周知していきたいと思

う。 

 ・規模の大きい学校以外はやりたい部活動がないという現状の中で、

地域展開の良いところは、子供たちの活動に選択肢がたくさん増え
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るということなので、活動を知るためのリストはともて大切になっ

てくる。 

  今後、随時更新していく予定。 

 ・文化協会としても子どもたちに、興味を持ってもらえるようにアピ

ールしていきたい。 

  また各学校の先生にもしてもらえたら非常に助かるので、学校の先

生方にも興味を持っていただけたら良いと思う。 

 ・学校では部活動のない日に、地域の方へ行いたい活動を募集して、

放課後に学校を会場とした活動を行っている。 

  チラシを配布したら、希望の電話が結構あり、茶道やモルックなど

を行った。 

  地域の方が活動し、学校や教員は何もしないという形で行っている

が、色々な活動に触れ合える場となり、とてもよかった。 

  

・先程の文化団体のリストについての話の中で、活動中の事故等の責

任についてありましたが、大人と違い、小中学生が対象となると、確

かに心配な点ではあると思う。 

  スポーツ関係は、スポーツ保険に入ることが推奨されているが文化

面での活用については分からない。 

 ・保護者さんとの関わり等で、入会するときはいいですよとなってい

ても、実際に事故が起きたときにどうなるかということは分からな

い。絵画などで課外活動を行うときなど、何かあったときのリスク

が不安だという団体がある。 

  保険に入ってもらい、責任をクラブや団体等が追わなくてもいいと

いうようなことが明確になれば、受け入れ側のハードルは変わって

くると思う。 

 

  〇地域クラブ体験入会について 

  ・体験入会としては現時点では特に動きはない。 

    スポーツに関してはスポーツ協会でまとめてもらっていて、気になる 

方は各自で連絡をしていると思う。相談があれば間に入ってつなぐ

ことを考えているが、市の方針がはっきりしないので、現状として特

に大きな動きはない。 

 

 〇地域クラブ認定制度について  

・国の「地域クラブ活動に関する認定制度の概要（たたき台）」の資料

について、冬に改定予定の総合的なガイドラインに盛り込まれると

いう情報がある。令和 8 年度からの改革実行期間に向け、市町村で

地域クラブ活動の認定を行う仕組みを構築する必要があるというこ

とも情報としてあったので、議題にしたが詳細はまだ分からない。 

 益田市の場合は、既存のクラブや活動を今後の子供たちの活動の場

とすることが多いので、活動の認定を行う仕組みを構築することは

難しい気がするので、準備しないといけないのかどうか不安に思う。 

・これは、市で認定制度を作れということなのだろうか。 
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（学校教育課） 

 他県では、地域クラブのチームが中体連の大会に出ていたりする。 

 どうして出場できるのかを確認したところ、定めている条件を満た

していれば、出場できるようになっているとのこと。 

 そういう意味の認定制度であれば、益田市で条件などを整理してい

く必要があるが、認定制度をつくったから、国から支援がしてもら

えるというようなことはまだ何も分かっていないということだろう

か。 

・クラブでトラブルや問題が起きないように、市町村が認定を行うと

いうことだろうか。 

・冬に出るガイドラインに盛り込まれる予定なので、次の推進協議会

で情報提供したいと思う。 

 

 〇諸課題への対応 

 ・国の「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議

（最終とりまとめ ポイント②）」の資料について、益田市の課題を考   

える参考にしようと思います。 

  益田市では特に、1．地域クラブ圧胴を担う運営団体・実施主体の体

制整備等、2．指導者等の質の保障・量の確保、3．活動場所の確保、

6．生徒・保護者等の関係者の理解促進、の4つが特に急いで検討す

る課題ではないかと個人的に考えている。 

 ・1については、体制整備を行うとともにスケジュールを確定させるこ

とも重要になってくる。 

 ・2については、持続可能な形で子供たちの活動場所を提供する必要が

あるので、受け皿の確保と同様に指導者の確保が必要になってくる。 

  他市では、大学との連携などを行っており、益田市でも何か独自の

路線を追求するなどの工夫が必要だと思う。 

 ・3の活動場所について、昨年度の競技団体等との協議の中で、活動場

所が確保できればクラブを立ち上げたいという思いがあることを聞

きとった。照明がなければ活動が難しいという競技も多いため、取

り組む必要があると思う。経費もかかり、大きな課題として取り組

む必要があるので、時間がかかる。早めに取り組む必要があると考

える。 

 ・6の理解促進について、地域の方も含めて、今までの部活動に対する

見方を変えていく必要がある。広報ますだ11月号や11月4日付の

児童・生徒、保護者、教職員あての文書を出したように、地域展開が

目指すものを訴え続けていく機会を設けて周知していく必要があ

る。 

 ・資料に記載のあるその他の課題については現状ですぐに解決策を考

えていくことは難しいと思っている。 

  これら課題については、第3回の推進協議会で検討していく予定。 

 ・掲げた課題については、予算を伴うものも含まれているので、予算

を編成するスケジュールとも調整しながら、できるだけ早い段階で

方向性を出して、今後の動きを考えていく必要がある。 

 ・第2回推進協議会の協議内容についてはこれで最後です。 
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（学校教育課） 

   

 ・いろいろな話があったが、完全に部活動をしなくなるまでの間、残

った部活動は大会等に出ることができるのだろうか。 

 ・地域クラブが中体連の大会に出ることができるかどうかというのが

現状であり、中体連に認められたクラブは出ることができるような

形になってきている。 

  なので、中体連では、部活動の地域展開が進んでいった後の大会の

在り方等については特に検討されていない。 

 ・県内、県外でも地域展開が進んでいないところは多い。 

  次回の推進協議会で、できる限り他の市町村の動きなどを情報とし

てお知らせしようと思う。 

 

 

 

 

 

 

 教育部学校教育課     電話0856-31-0445 

 


